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会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
私
こ
と
、
令
和
２
年
４
月
１

日
付
を
も
ち
ま
し
て
消
防
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
消
防
使
命
達
成
の
た
め
全
力
を
尽

く
し
そ
の
重
責
を
全
う
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
災
害
時
要
援
護
者
を

対
象
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
寄
贈
及
び
設
置
す
る
な
ど
地
域
に

根
差
し
た
防
火
・
防
災
事
業
を
展
開

し
、
地
域
防
災
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
未
曽
有
の
事
態
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
経
済
社
会
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上
の
打
撃
を

与
え
る
と
と
も
に
、
国
民
の
健
康
、

生
命
が
脅
か
さ
れ
、
医
療
現
場
へ
の

影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
未
だ
出
口
が
見
え
な
い
こ
の
非
常

事
態
に
お
い
て
も
、
気
候
変
動
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
多
様
化
、
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
や
大
規
模
地
震
は
、

待
っ
た
な
し
で
日
本
列
島
を
襲
っ
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
危

機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
団
及
び
自
主
防
災
組
織
並

び
に
地
域
の
様
々
な
団
体
が
連
携
し
、

地
域
防
災
力
の
一
層
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　
我
々
消
防
は
、
こ
の
難
局
に
停
滞

す
る
こ
と
な
く
、
消
防
究
極
・
普
遍

の
目
標
で
あ
る
『
住
民
生
活
の
安
全

確
保
』
を
完
遂
す
る
た
め
、
職
員
一

丸
と
な
り
職
務
に
精
励
し
、
最
善
を

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
と
も
、
貴
協
会
が
理

念
と
し
て
い
る
『
地
域
の
防
災
思
想

の
普
及
高
揚
を
図
り
、
災
害
の
な
い

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
』
を
さ

ら
に
拡
充
し
、
八
戸
地
域
に
防
火
・

防
災
の
輪
が
強
固
に
広
が
り
根
付
き
、

災
害
に
強
く
、
住
み
よ
い
街
と
し
て

発
展
す
る
た
め
に
、
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の

御
発
展
と
、
会
員
事
業
所
の
御
隆
盛

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　ご

　挨

　拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　消
防
長

　田

　村

　勝

　則

予
防
課
職
員
紹
介

　
今
年
度
、
当
協
会
事
務
局
の
あ
る
八
戸

消
防
本
部
予
防
課
職
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
大
　
野
　
喜
代
治（
課
長
）

　
松
　
坂
　
　
　
元（
課
長
補
佐
）

　
三
　
浦
　
忠
　
則

（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

　
佐
　
藤
　
和
　
人

（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

◎
小
笠
原
　
大
　
樹（
副
参
事
）

　
楢
　
館
　
拓
　
也（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
岸
　
　
　
祐
　
也（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
門
　
前
　
祐
　
児（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
佐
々
木
　
祐
　
介（
設
備
指
導
班
）

　
石
　
村
　
正
　
平（
保
安
調
査
班
）

　
山
　
内
　
秀
　
夫（
予
防
査
察
担
当
）

　
田
　
中
　
正
　
二（
予
防
査
察
担
当
）

　
下
　
舘
　
　
　
壽（
予
防
査
察
担
当
）

《
協
会
事
務
局
職
員
》

◎
蟹
　
沢
　
孝
　
子（
Ｒ
２
・
４
・
１
採
用
）

※
◎
は
、
事
務
局
担
当

　
今
後
と
も
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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１
、
は
じ
め
に

　�

　
当
協
会
は
、
平
成
20
年
に
八
戸
地
域

広
域
防
火
管
理
者
協
会
、
八
戸
消
防
設

備
協
会
、
八
戸
市
自
衛
消
防
連
絡
協
議

会
の
三
つ
の
消
防
外
郭
団
体
を
統
合
し

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31
年

（
令
和
元
年
）
度
定
時
総
会
に
お
い
て

会
則
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
消
防
署
管

内
ご
と
、
つ
ま
り
八
戸
消
防
署
、
八
戸

東
消
防
署
、
三
戸
消
防
署
、
五
戸
消
防

署
、
お
い
ら
せ
消
防
署
の
５
部
会
に
編

成
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
・

各
種
団
体
と
、
よ
り
密
接
に
連
携
・
協

力
し
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

よ
り
円
滑
に
有
効
な
防
災
活
動
が
で
き

る
よ
う
会
則
等
を
改
め
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

２
、
八
戸
東
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　�

　
令
和
元
年
、
八
戸
東
部
会
と
な
る
以

前
は
、
八
戸
東
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　�

　
毎
年
八
戸
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
・
八
戸

東
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
の
普
通
救

命
講
習
、
防
災
研
修
会
等
の
開
催
、
ま

た
、
防
災
関
連
施
設
・
事
業
所
視
察
研

修
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
　
最
近
に
お
け
る
視
察
研
修
は

　
　
　
平
成
27
年
11
月

　
　
　
　�

八
戸
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ほ
か

視
察
研
修

　
　
　
平
成
28
年
11
月

　
　
　
　�

お
い
ら
せ
町
明
神
山
防
災
タ

ワ
ー
ほ
か
視
察
研
修

　
　
　
平
成
29
年
９
月

　
　
　
　�

防
火
管
理
に
関
す
る
講
義
、
各

種
消
防
訓
練
を
実
施

（
八
戸
東
消
防
署
）

　
　
　
平
成
30
年
10
月

　
　
　
　�

研
修
会
『
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
に
つ
い
て
』

（
八
戸
東
消
防
署
）

　
　

　
八
戸
東
部
会
と
し
て
初
年
度
の
令
和
元

年
９
月
に
は
、
屋
形
船
か
ら
「
八
戸
沿
岸

施
設
の
視
察
」
と
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

当
協
会
齊
藤
会
長
は
じ
め
、
多
く
の
事
業

所
、
消
防
署
員
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
沿
岸
施
設
の
東
日
本
大
震
災
後
の
復

興
状
況
や
、
平
成
27
年
蕪
嶋
神
社
火
災
後

の
再
建
状
況
等
視
察
研
修
を
船
内
で
開
催
、

会
員
・
消
防
署
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て

参
り
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、

海
に
面
し
て
い
る
八
戸
市
民
で
も
「
海
側

か
ら
の
八
戸
の
眺
望
」
は
、
初
め
て
と
い

う
参
加
者
も
お
ら
れ
「
素
晴
ら
し
い
！
」

と
好
評
で
し
た
。

３�

、
当
協
会
入
会
と
研
修
会
等
積
極
的
参

加
の
お
願
い

　�

　
当
協
会
877
事
業
所
の
う
ち
八
戸
東
部

会
は
192
事
業
所
の
異
業
種
の
方
々
が
集

ま
り
、
今
後
も
前
述
の
よ
う
な
防
災
視

察
研
修
・
懇
親
の
会
を
開
催
す
る
計
画

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
・
交
流
を
図
り
な
が
ら
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
当
協
会
の
活
動
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
安
全
で
安
心
な
災

害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
会

員
皆
様
の
近
隣
に
未
加
入
事
業
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
加
入
の
勧
め
と
、
防
災
活

動
へ
の
積
極
的
参
加
を
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　�

　
終
わ
り
に
、
昭
和
42
年
「
八
戸
市
防

火
管
理
者
協
会
」設
立
。
昭
和
47
年「
八

戸
地
域
広
域
防
火
管
理
者
協
会
」
に
改

編
。
平
成
20
年
に
は
「
八
戸
地
域
防
災

協
会
」
と
な
り
、
通
算
50
有
余
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
諸
先
輩
が
築
い
て
く
れ

た
良
き
会
風
を
継
承
し
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
を
遵
守
の
上
、会
員
事
業
所
の
益
々

の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

八
戸
東
部
会
の
活
動
状
況
と
、

　
　
　
　
　当
協
会
加
入
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
戸
東
部
会

　部
会
長

　工

　藤

　美

　登
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課
職
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
大
　
野
　
喜
代
治（
課
長
）

　
松
　
坂
　
　
　
元（
課
長
補
佐
）

　
三
　
浦
　
忠
　
則

（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

　
佐
　
藤
　
和
　
人

（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

◎
小
笠
原
　
大
　
樹（
副
参
事
）

　
楢
　
館
　
拓
　
也（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
岸
　
　
　
祐
　
也（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
門
　
前
　
祐
　
児（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
佐
々
木
　
祐
　
介（
設
備
指
導
班
）

　
石
　
村
　
正
　
平（
保
安
調
査
班
）

　
山
　
内
　
秀
　
夫（
予
防
査
察
担
当
）

　
田
　
中
　
正
　
二（
予
防
査
察
担
当
）

　
下
　
舘
　
　
　
壽（
予
防
査
察
担
当
）

《
協
会
事
務
局
職
員
》

◎
蟹
　
沢
　
孝
　
子（
Ｒ
２
・
４
・
１
採
用
）

※
◎
は
、
事
務
局
担
当

　
今
後
と
も
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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１
、
は
じ
め
に

　�

　
当
協
会
は
、
平
成
20
年
に
八
戸
地
域

広
域
防
火
管
理
者
協
会
、
八
戸
消
防
設

備
協
会
、
八
戸
市
自
衛
消
防
連
絡
協
議

会
の
三
つ
の
消
防
外
郭
団
体
を
統
合
し

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31
年

（
令
和
元
年
）
度
定
時
総
会
に
お
い
て

会
則
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
消
防
署
管

内
ご
と
、
つ
ま
り
八
戸
消
防
署
、
八
戸

東
消
防
署
、
三
戸
消
防
署
、
五
戸
消
防

署
、
お
い
ら
せ
消
防
署
の
５
部
会
に
編

成
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
・

各
種
団
体
と
、
よ
り
密
接
に
連
携
・
協

力
し
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

よ
り
円
滑
に
有
効
な
防
災
活
動
が
で
き

る
よ
う
会
則
等
を
改
め
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

２
、
八
戸
東
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　�

　
令
和
元
年
、
八
戸
東
部
会
と
な
る
以

前
は
、
八
戸
東
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　�

　
毎
年
八
戸
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
・
八
戸

東
消
防
署
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
の
普
通
救

命
講
習
、
防
災
研
修
会
等
の
開
催
、
ま

た
、
防
災
関
連
施
設
・
事
業
所
視
察
研

修
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
　
最
近
に
お
け
る
視
察
研
修
は

　
　
　
平
成
27
年
11
月

　
　
　
　�

八
戸
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ほ
か

視
察
研
修

　
　
　
平
成
28
年
11
月

　
　
　
　�

お
い
ら
せ
町
明
神
山
防
災
タ

ワ
ー
ほ
か
視
察
研
修

　
　
　
平
成
29
年
９
月

　
　
　
　�

防
火
管
理
に
関
す
る
講
義
、
各

種
消
防
訓
練
を
実
施

（
八
戸
東
消
防
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）

　
　
　
平
成
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年
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月

　
　
　
　�
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修
会
『
北
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部
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震
に
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け
る
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
に
つ
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て
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（
八
戸
東
消
防
署
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八
戸
東
部
会
と
し
て
初
年
度
の
令
和
元

年
９
月
に
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、
屋
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船
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「
八
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沿
岸

施
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察
」
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懇
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催
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岸
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、
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八
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初
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ら
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懇
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催
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図
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く
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近
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八
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編
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の
活
動
状
況
と
、
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の
お
願
い
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東
部
会
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　工

　藤

　美

　登



4

１
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

　（
１
）住
宅
用
火
災
警
報
器
寄
贈
設
置

　（
２
）�電
気
・
水
道
、
燃
焼
器
具
設
備
等

の
点
検
修
理

２
　
防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

　（
１
）�火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成

及
び
配
布

　（
２
）�各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
成
及
び
配
布

３
　
研
　
修

　（
１
）消
防
設
備
等
の
研
修

　（
２
）各
種
施
設
等
の
見
学

　（
３
）講
演
会
の
開
催

　（
４
）�消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

へ
の
参
加

　（
５
）救
命
講
習
の
受
講

　（
６
）防
災
士
の
養
成

４
　
機
関
紙
の
発
行

５�
　
消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等

の
後
援
及
び
情
報
提
供

　（
１
）�甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
の

後
援
及
び
実
施
の
周
知

　（
２
）甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

　（
３
）�消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

等
の
情
報
提
供

６�

　
幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ

ブ
の
育
成
援
助

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

　
令
和
２
年
度
の
甲
種
防
火
管
理
資
格
取

得
講
習
会
が
、
八
戸
消
防
本
部
で
７
月

15
・
16
日
、
８
月
19
・
20
日
、
９
月
15
・

16
日
の
各
二
日
間
、
計
３
回
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の
防

火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を
有
す

る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は
、
そ
の
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
、
３
回
の

講
習
会
で
は
、
計
190
名
の
方
が
防
火
管
理

の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
て
行
わ
れ
た
今
年
度
の
講
習
会
は
、

さ
ら
に
10
月
21
・
22
日
、
11
月
18
・
19
日
、

12
月
８･

９
日
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

○
八
戸
部
会

　
・�

医
療
法
人
慈
育
会
　

　
　
　
　
巴
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
・�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

南
部
サ
ポ
ー
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ

　
・
テ
ィ
エ
ス
株
式
会
社
　
　
文
銭

○
八
戸
東
部
会

　
・
虹
の
丘
保
育
園

○
お
い
ら
せ
部
会

　
・
有
限
会
社
　
新
組
工
業

　
・
株
式
会
社
　
種
市
建
業

（
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
）

新
規
加
入

　
　
　

　
　事
業
所
紹
介

令
和
２
年
度
事
業
計
画

令
和
２
年
度
事
業
計
画

防
火
管
理
に
関
す
る

　
　
　
　資
格
取
得
講
習
会
開
催
（
後
援
）

防
火
管
理
に
関
す
る

　
　
　
　資
格
取
得
講
習
会
開
催
（
後
援
）

5

消防本部からのおしらせ消防本部からのおしらせ

感染防止のための消毒用アルコールに注意！
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、手指の消毒等のため、消毒用アルコール
を使用する機会が増えています。消毒用アルコールには、消防法に定める危険物に該当す
るものもあり、取扱いを誤ると火災等を引き起こすおそれがあるので、十分な注意が必要
です。

★火気の近くでは使用しないようにしましょう。
　手指消毒の際に使用する消毒用アルコールは、蒸発しやすく、可燃性蒸気が発生するため、火源が
あると引火するおそれがあります。（下記燃焼実験参照）
　手指消毒の直後に、喫煙やコンロ等を使用した調理など火気の使用はやめましょう。

★詰替えを行う場所では換気を行いましょう。
　消毒用アルコールの詰替えを行うときに可燃性蒸気が発生するおそれがあり、この可燃性蒸気は空
気より重く、低所に滞留しやすい性質があります。
　消毒用アルコールの詰替えを行う場所は、通気性の良い場所や常時換気が行える場所を選び、可燃
性蒸気を滞留させないようにしましょう。

★直射日光が当たる場所等、高温になる場所に保管しないようにしましょう。
　消毒用アルコールを直射日光の当たる場所等、高温になる場所に保管すると、熱せられることで、
可燃性蒸気が発生します。
　保管場所は、直射日光が当たる場所等、高温になる場所を避けましょう。

新しい生活様式での火災予防

【八戸消防本部での燃焼実験】

①

②

③

【実験結果】
手指消毒のあとすぐにライターで火を
つけると引火しました。
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消防本部からのおしらせ消防本部からのおしらせ

感染防止のための消毒用アルコールに注意！
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、手指の消毒等のため、消毒用アルコール
を使用する機会が増えています。消毒用アルコールには、消防法に定める危険物に該当す
るものもあり、取扱いを誤ると火災等を引き起こすおそれがあるので、十分な注意が必要
です。

★火気の近くでは使用しないようにしましょう。
　手指消毒の際に使用する消毒用アルコールは、蒸発しやすく、可燃性蒸気が発生するため、火源が
あると引火するおそれがあります。（下記燃焼実験参照）
　手指消毒の直後に、喫煙やコンロ等を使用した調理など火気の使用はやめましょう。

★詰替えを行う場所では換気を行いましょう。
　消毒用アルコールの詰替えを行うときに可燃性蒸気が発生するおそれがあり、この可燃性蒸気は空
気より重く、低所に滞留しやすい性質があります。
　消毒用アルコールの詰替えを行う場所は、通気性の良い場所や常時換気が行える場所を選び、可燃
性蒸気を滞留させないようにしましょう。

★直射日光が当たる場所等、高温になる場所に保管しないようにしましょう。
　消毒用アルコールを直射日光の当たる場所等、高温になる場所に保管すると、熱せられることで、
可燃性蒸気が発生します。
　保管場所は、直射日光が当たる場所等、高温になる場所を避けましょう。

新しい生活様式での火災予防

【八戸消防本部での燃焼実験】

①

②

③

【実験結果】
手指消毒のあとすぐにライターで火を
つけると引火しました。
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飛沫防止シートに注意！
火 災 概 要
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、レジカウンターなどへの飛沫防止用シートの設

置が増えているところですが、先日、大阪府内の店舗において、たばこ売り場で販売しているライター
を試しに点火したところ、飛沫防止用シートに着火する火災がありました。
幸い、ケガ人や延焼拡大することはありませんでしたが、一歩間違えば大きな火災となったと考え

られます。

【実験結果】
　飛沫防止用シートの燃焼実験をすると、ビニール製の飛沫防止用シートに一度火がつく
と、一気に炎が拡大し全体に燃え広がっていくのが確認できました。
　また、飛沫防止用シートは燃えた状態でポタポタと垂れていくことから、商品などに延
焼拡大することや負傷する可能性が十分考えられます。

住宅用火災警報器は定期的に点検しよう！

　設置義務化から10年が過ぎ、設置された警報器の中には、劣化や電池切れが生じてき
ていると考えられます。電池切れの場合は、適切に電池を交換する必要があるほか、設置
から10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品の劣化が考えられるため本体を
交換することが望ましいとされています。

定期的な作動確認

点検ボタンを押すか点検ひもを
ひっぱり定期的に作動確認しま
しょう。

作動確認をしても警報器に反応が
なければ、本体の故障か電池切れ
です。（※１）
警報器の本体又は電池の交換をし
ましょう。

古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴っ
た場合や電池交換ができな
い警報器などは交換しま
しょう。

※１�　故障か電池切れかわからな
いときは、取扱説明書を確認
するか、メーカーにお問い合
わせください。

➡
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防災戦士ダッシュ119と学ぶ住宅用火災警報器防災戦士ダッシュ119と学ぶ住宅用火災警報器

住宅用火災警報器の効果
住宅火災で住宅用火災警報器が設置している場合と
設置していない場合を比べてみよう！

　死者の発生は４割減、焼損床面積と損害額は概ね半減している。
住宅用火災警報器を設置すれば火災発生時の死亡リスクや損失拡大
のリスクが大幅に減少。※Ｈ28年からＨ30年までの３年間における放火または放火疑いを除いた住宅火災のデータ

　毎年、奏功事例が報告されています。義務ではない廊下や台所に任意で設置して火災を防いだ
奏功事例もあります。

実際にあった住宅用火災警報器の奏功事例　〜ガスコンロをつけたまま就寝した〜

〈住宅火災100件あたりの死者数〉

設置無　　　　設置有（人/火災100件）

1２

１0

８

６

４

２

０

11.1人

6.8人
0.61倍0.61倍

〈焼損床面積〉

設置無　　　　設置有（㎡/火災1件）

７0

５0

６0

４0

３0

２0

１0

０

60.1㎡

28.7㎡28.7㎡

0.48倍0.48倍

〈損 害 額〉

設置無　　　　設置有（万円/火災1件）

250

300

350

200

150

100

50

０

311万円

168万円

0.54倍

住宅用火災警報器設置促進キャラクター
防災戦士ダッシュ１１９

データでみれば効果抜群！
住宅用火災警報器は、家族の
命を守るヒーローだね。

おかんがいうには
あれがなかったら
火事になってたって
言うねん

あってよかったね
住宅用火災警報器！

ないとヤバいよ！
まじで。
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△は減少

区　　　分 令和2年（A） 令和元年（Ｂ） 増減（Ａ）−（Ｂ）

６７ ８９ △２２

火
災
種
別

建　　　物 ３１ ３４ △３

林　　　野 １２ １３ △１

車　　　両 ２ ６ △４

船　　　舶 １ １

航　空　機

そ　の　他 ２１ ３６ △１５

焼　損　棟　数　（棟） ７０ ６８ ２

程
　
　
　
度

全　　　焼 ３５ ２７ ８

半　　　焼 ２ ５ △３

部　分　焼 ２１ ２０ １

ぼ　　　や １２ １６ △４

り　　災　　世　　帯 ２０ ３４ △１４

程
　
度

全　　　損 ７ １０ △３

半　　　損 　 ３ △３

小　　　損 １３ ２１ △８

り　災　人　員　（人） ４７ ７６ △２９

死　　　　　者　（人） １ ７ △６

負　　傷　　者　（人） １４ １５ △１

総 出 火 件 数

☆　令和２年上半期の火災の発生状況
は、総出火件数が67件で、前年に
比べ22件の減少となっている。
　　火災種別では、建物火災31件（前
年比3件減）、林野火災12件（同1
件減）、車両火災２件（同4件減）、
船舶火災1件（同１件増）、その他
の火災 21件（同15件減）となっ
ている。
　　焼損棟数は、70棟（同2棟増）、
り災世帯は20世帯（同14世帯減）、
り災人員は47人（同29人減）、死
者は1人（同6人減）で、負傷者は
14人（同1人減）となっている。

広域圏内の火災概況
（令和2年 1月 1日〜 6月 30日）

建物の増改築や用途変更などにより、知らない間に
消防法令違反となる場合がありますので、これらを
お考えの方は、必ず消防本部への事前相談を行い、
必要な届出をしてください！

知らずに違反
してませんか？

増 築 接 続
テナント
使　　用

用 途
変 更

〔ケース１〕　　　　　　　　　〔ケース２〕　　　　　　　　〔ケース３〕　　　　　　〔ケース４〕
建物を増改築する場合　　　建物同士を接続する場合　　テナント使用する場合　用途変更する場合


